
千葉県特集

道
路
網
拡
充
で
半
島
性
解
消

度中の完成を目指してＬＣＣ専用
ターミナルの建設が進む成田空港

４月、圏央道の茨城県の稲敷ＩＣと千葉県
の神崎ＩＣ間が開通し北関東に近くなった

アクアライン効果で企業立地が
相次ぐかずさアカデミアパーク

アクセス向上交通の要衝へ
　
半
島
性
の
解
消
―
。
千
葉
県
の
産
業
発
展
に
お
い
て
、
長
ら
く
横
た
わ
っ
て
い

た
地
理
的
不
利
が
、
道
路
交
通
網
の
整
備
進
展
で
急
速
に
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

三
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
東
北
地
方
か
ら
北
関
東
を
経
由
し
て
本
州
中
央
部
に
通
じ

る
太
平
洋
岸
沿
い
の
産
業
大
動
脈
か
ら
外
れ
る
宿
命
を
背
負
っ
て
き
た
千
葉
県
。

交
通
網
の
拡
充
に
よ
っ
て
存
在
感
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

発
展
導
く
圏
央
道
の
存
在
県
内
陸
部
の
利
便
性
拡
大

東京湾アクアライン値下げを継続

成田国際空港アジアのハブ空港に
　
４
月
に
圏
央
道
の
稲
敷
Ｉ

Ｃ

茨
城
県
稲
敷
市

―
神

崎
Ｉ
Ｃ

千
葉
県
神
崎
町

間
が
開
通
し
た
。
同
区
間
は

・
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
暫

定
２
車
線
で
、
利
根
川
に
橋

を
架
け
て
千
葉
県
と
茨
城
県

と
を
結
ぶ
。
森
田
健
作
千
葉

県
知
事
は
「
茨
城
県
は
も
と

よ
り
、
北
関
東
や
東
北
地
方

と
直
接
つ
な
が
る
新
た
な
広

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ

れ
た
」
と
期
待
す
る
。
昨
年

年
４
月
の
東
金
Ｉ
Ｃ
・
Ｊ
Ｃ

Ｔ

千
葉
県
東
金
市

―
木

更
津
東
Ｉ
Ｃ

同
木
更
津

市

間
の
開
通
と
合
わ
せ
て

県
内
陸
部
の
交
通
利
便
性
が

大
幅
に
高
ま
っ
た
。

　
圏
央
道
の
整
備
進
展
を
織

り
込
ん
で
千
葉
に
進
出
す
る

企
業
も
多
い
。
県
企
業
立
地

課
は
「
開
通
を
見
据
え
て
成

田
・
香
取
エ
リ
ア
に
進
出
し

た
企
業
も
あ
る
。
北
関
東
な

ど
と
の
ア
ク
セ
ス
を
考
え
る

企
業
に
と
っ
て
立
地
先
の
選

択
肢
の
幅
が
広
ま
っ
た
」
と

手
応
え
を
感
じ
る
。

　
も
う
一
つ
、
企
業
が
強
い

関
心
を
寄
せ
る
の
が
成
田
空

港
と
の
ア
ク
セ
ス
だ
。
神
崎

Ｉ
Ｃ
―
大
栄
Ｊ
Ｃ
Ｔ

千
葉

県
成
田
市

が
予
定
通
り

年
３
月
に
開
通
す
る
と
、
北

関
東
か
ら
稲
敷
Ｉ
Ｃ
を
経
由

し
て
東
京
に
入
る
こ
と
が
で

き
る
。
「

年
度
国
際
航
空

貨
物
動
態
調
査
報
告
書
」
に

よ
る
と
、
同
空
港
に
お
け
る

国
際
航
空
貨
物
輸
出
量
の
約

３
割
が
埼
玉
県
、
北
関
東
・

東
北
方
面
か
ら
の
発
着
。
開

通
に
よ
っ
て
都
心
を
回
避
す

る
新
た
な
輸
送
ル
ー
ト
が
で

き
る
。

　
２
０
１
４
度
以
降
の
東
京

湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
通
行
料

の
問
題
で
昨
年
末
、
国
土
交

通
省
が
料
金
引
き
下
げ
の
社

会
実
験
が
終
わ
る

年
度
以

降
の
値
下
げ
継
続
を
発
表
し

た
。
関
係
自
治
体
や
地
元
経

済
界
な
ど
か
ら
は
一
様
に
歓

迎
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
現
在
、
料
金
自
動
収
受
シ

ス
テ
ム

Ｅ
Ｔ
Ｃ

搭
載
の

普
通
車
で
８
０
０
円

通
常

料
金
３
０
９
０
円

、
大
型

車
も
１
３
２
０
円

同
５
０

９
０
円

に
引
き
下
げ
ら
れ

て
お
り
誘
致
に
も
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
県
南
部
の
木
更
津
市
と
君

津
市
に
ま
た
が
る
産
業
用
地

「
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー

ク
」
は
２
０
０
９
―

年
度

の
新
規
立
地
は
ゼ
ロ
だ
っ
た

が
、

年
度
に
２
社
、

年

度
も
３
社
の
立
地
が
決
ま
っ

た
。
岩
田
昭
男
企
業
立
地
課

副
課
長

か
ず
さ
推
進

は

「

年
度
に
つ
い
て
も
２
社

と
話
し
を
詰
め
て
い
る
」
と

期
待
す
る
。

　
世
界
と
つ
な
ぐ
空
の
玄
関

口
、
成
田
空
港
。
発
着
枠
の

拡
大
に
よ
っ
て
人
、
モ
ノ
を

呼
び
込
む
動
き
が
活
発
に
な

っ
て
い
る
。
早
け
れ
ば

年

度
中
に
も
発
着
枠
が

万
回

と
な
る
見
込
み
で
、
２
０
２

０
年
の
東
京
五
輪
に
向
け
て

さ
ら
な
る
増
枠
も
考
え
ら
れ

る
。

年
度
の
完
成
を
目
指

し
て
Ｌ
Ｃ
Ｃ
専
用
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
建
設
も
進
む
。
第
２
タ

ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
北
側
地
区

に
３
階
建
て
の
本
館
と
２
階

建
て
の
サ
テ
ラ
イ
ト

国
内

便
搭
乗
用

を
新
設
。
国
際

線
用
に
既
存
の
ゲ
ー
ト
を
改

修
し
、
同
一
施
設
で
国
内
、

国
際
線
を
取
り
扱
い
、
乗
り

継
ぎ
の
効
率
化
や
利
便
性
向

上
を
図
る
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
と

滑
走
路
を
つ
な
ぐ

の
誘

導
路
の
整
備
も
計
画
す
る
。

　
専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
設

は
成
田
空
港
の
「
マ
ル
チ
・

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
・
エ
ア
ポ

ー
ト

Ｍ
Ｆ
Ａ

」
化
へ
の

足
が
か
り
を
つ
く
る
意
味
合

い
も
あ
る
。
Ｍ
Ｆ
Ａ
は
国
内

外
の
拠
点
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
し
、
大
手
航
空
会
社
や
ビ

ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
路
線
を
受
け
入
れ
る

機
能
を
持
つ
。
Ｌ
Ｃ
Ｃ
も
そ

の
一
翼
を
担
う
。

　
７
月

日
に
は
カ
プ
セ
ル

ホ
テ
ル
「
ナ
イ
ン
ア
ワ
ー

ズ
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。
１

２
９
室
、
シ
ャ
ワ
ー
を

室

用
意
。
宿
泊
か
ら
乗
り
継
ぎ

旅
客
用
の
時
間
単
位
休
息
に

も
対
応
し
、
早
朝
、
深
夜
の

使
い
勝
手
を
高
め
る
。
空
港

周
辺
の
交
通
ア
ク
セ
ス
も
年

々
拡
充
し
て
い
る
。
東
京
都

心
と
最
短

分
で
結
ぶ
京
成

電
鉄
の
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ

ス
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
も
成
田
空

港
駅
発
着
の
本
数
を
増
強
す

る
。

　
圏
央
道
の
全
面
開
通
へ
の

期
待
は
大
き
い
。
地
域
社

会
、
経
済
に
大
き
な
効
果
を

も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
圏
央
道

を
ジ
ク
ソ
ー
パ
ズ
ル
に
例
え

る
と
、
用
地
買
収
が
ス
タ
ー

ト
し
事
業
着
工
中
の
横
芝
―

大
栄
間
は
最
後
に
残
っ
た
ピ

ー
ス
。
パ
ズ
ル
が
完
成
す
れ

ば
積
年
の
悩
み
が
解
消
し
、

千
葉
県
は
関
東
圏
に
お
け
る

交
通
の
要
衝
へ
と
姿
を
変
え

る
。

　　 ２０１４年 平成２６年 ５月２８日 水曜日 【企画特集】 （ ）


